
【お問い合わせ先】
千葉県 健康福祉部 医療整備課
医師確保・地域医療推進室
電話 ０４３－２２３－３８８３
E-mail chibaishi@mz.pref.chiba.lg.jp

千葉県医師修学資金貸付制度

～キャリア形成プログラムの選択～

臨床研修医の皆さまへ

令和８年７月作成

３ キャリア形成プラン、返還猶予の制度、

よくある問合わせ について



Ⅲ キャリア形成プランの作成

○ キャリア形成プランとは、返還免除を受けるまでの勤務やキャリア形成に
向けた取組み等をまとめたものです。

○ 修学資金貸付制度利用者と県が、毎年ファイルをやり取りし、義務履行の状況
やキャリアプランを双方で確認するために使用します。

○ 返還免除までの期間や猶予期間の把握などに用いる、大切な資料です。

キャリア形成プランの作成キャリア形成プランの作成

・ 毎年、２月頃にキャリア形成プランの作成を依頼します。
・ 原則、毎年３月１０日までにキャリア形成プランを県へ提出いただきます。

６年生の２月に卒後
シートの作成依頼

原則、毎年３月１０日までに県へ提出

キャリア形成プランの用途キャリア形成プランの用途

・ 提出いただいたキャリア形成プランを基に、「返還免除まであと○年」「この勤務は義務
年限には含まれない」など、義務履行の状況を県が把握します。

・ プランの内容を基に、特定病院等の指定を行います。
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キャリア形成プランの例
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キャリア形成プランの例
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Ⅳ 返還猶予の制度～返還の猶予期間について～

○ 貸付期間が満了すると返還義務が生じますが、皆さまには、貸付期間満了と
同時に返還猶予申請をしていただきました。

○ 今後、自身の更なるキャリア形成のためや、ライフプランと返還免除要件の
両立のためなど、要件に合致すれば、猶予期間を追加することが可能です。

○ 猶予期間は、事由を問わない期間（猶予期間１）と、正当な事由として加算
する期間（猶予期間２又は３）に区分されます。

備考期間上限理由名称区分

・ 貸付期間満了に伴う
猶予申請に含まれます
（加算ではありません）

４年間
条件なし

（例）大学院への進学、留学、猶予３に
該当しない県外勤務※１ など

猶予期間１既定期間

・ 「返還猶予申請書」と
「臨床研修中断等届」を
提出してください

・ 事情によっては、添付
書類の提出も必要になり
ます

事情に応じて
期間を設定

災害、疾病、出産、育児等、正当な
事由により業務に従事できないと認め
られる場合

猶予期間２
申請に
より

加算※２
基本領域取得
に必要な

最低限の期間

専門医取得のための特定病院以外での
勤務（専門研修プログラムの基幹施設が
県内の医療機関である場合に限る）

猶予期間３

※１ やむを得ない理由により、臨床研修について県外の基幹型臨床研修病院を選択した場合は、当該研修
期間は「猶予期間１」が適用されます。

※２ 「猶予期間２」及び「猶予期間３」は、要件に該当していても猶予加算を希望しない場合は申請不要と
します（既定期間で足りる場合など）。 45



Ⅳ 返還猶予の制度～猶予期間の加算～

猶予期間２の加算猶予期間２の加算

猶予期間の上限理 由区分

精神疾患等は３年６月
それ以外は３年３月

疾病

休業
離職

産前産後８週出産

子が３歳に達するまで育児

要看護者１人につき３年
（要看護者の状態が２週間以上

継続すること等の要件あり）

看護（介護含む）

上記と同様の期間内に、短時間
勤務を行った場合の勤務しなかっ
た期間※

疾病・看護（介護含む）

短時間
勤務 子が小学校就学前までに、短時

間勤務を行った場合の勤務しな
かった期間※

育児

地域Ａ群を除く県内の医療機関
における勤務期間※

新プログラムの地域Ａ群（小児科プログラムの小児Ａ群及び産
科プログラムの産科Ａ群）の義務年限が所定の猶予期間を過ぎ
ても終了していないが、以下のいずれにも合致している場合。
・ 非常勤等で地域Ａ群の勤務を継続する意向がある
・ 地域Ａ群に該当しない県内病院を主な勤務先としているその他

県内の基幹型臨床研修病院に
おいて臨床研修を開始するまでの
期間

新プログラムでの履行を希望している場合で、当該年度に県内
の基幹型臨床研修病院において臨床研修を開始できる目途が
たたず、次年度に臨床研修を実施しようとする場合

（※）１年ごとに就業時間数を常勤換算し１年間との差を猶予加算 46



Ⅳ 返還猶予の制度～猶予期間の加算～

○ 日本専門医機構の制度（新専門医制度）における専門医を取得する場合

・ 基本領域（１領域）の専門医取得に必要となる最低限の期間、特定病院でない病院に

勤務する場合。

・ ただし、専門研修プログラムの基幹施設が県内の医療機関の場合に限ることとし、研修

期間は領域別の専門医取得に必要な最低限の期間。

○ 従来の学会認定の専門医を取得する場合

・ 専門医（１つ）の取得に必要となる期間、特定病院でない、県内の病院に勤務する場合。

・ ただし、当該専門医に相当する基本領域の専門医取得に必要な最低限の期間が上限。

猶予期間３の加算猶予期間３の加算

最低限の期間領域最低限の期間領域最低限の期間領域

３年臨床検査４年眼科３年内科

３年救急科４年耳鼻咽喉科３年小児科

４年形成外科４年泌尿器科５年皮膚科

３年ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科４年脳神経外科３年精神科

３年総合診療３年放射線科３年外科

４年麻酔科４年整形外科

３年病理３年産婦人科

（参考）基本領域別の専門医取得に必要な最低限の期間 ※日本専門医機構が規定
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Ⅴ よくあるお問合わせ

48

２年次から貸付けを受けた場合及び３年次から貸付けを受けた場合、それぞれの返
還免除要件を満たすための勤務を要する期間はどのようになりますか？

２年次から貸付けを受けた場合は７年６カ月、３年次から貸付けを受けた場合は
６年となります。
プログラムの種類によって異なることはありません。

地域Ａ群の病院で臨床研修を２年間受けました。今後、地域Ａ群での勤務は不要で
すか？

臨床研修は、勤務の場所を問わず「臨床研修病院群」での勤務として算定します
ので、地域Ａ群の勤務として算定されません。
したがって、臨床研修後に、地域Ａ群で２年間の勤務が必要です。
なお、県内の臨床研修病院における臨床研修プログラムに基づき、県外の病院に

勤務した場合であっても「臨床研修病院群」として算定します。

勤務を要する期間について勤務を要する期間について



Ⅴ よくあるお問合わせ

49

キャリア形成プログラムの選択は、どのように行えばよいですか？

希望する診療科などに基づき、ご自身で決定いただきます。
臨床研修２年目の冬頃に、希望するキャリア形成プログラムを県から照会します

ので、その照会への回答を以ってプログラムが決定します。

キャリア形成プログラムの変更はできますか？

適宜変更可能です。
留意点として、これまでの勤務実績は、変更後のキャリア形成プログラムに基づ

き改めて算定します。
その結果、変更前の就業実績が猶予扱いになってしまう場合がありますので、留

意ください。
特に、診療科を限定しているプログラム（政策、診療、小児、産科）から新プロ

グラムに変更する場合は、注意が必要です。

キャリア形成プログラムについてキャリア形成プログラムについて



Ⅴ よくあるお問合わせ
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政策医療分野プログラムを選択した場合、地域Ａ群や地域の病院での勤務は不要で
すか？

基本的に、県内の周産期母子医療センターや救命救急センターにおける勤務のみ
で義務履行を目指すことができます。
したがって、必ずしも地域Ａ群で勤務する必要はありません。

診療支援部門プログラムを選択した場合、地域Ａ群や地域の病院での勤務は不要で
すか？

当該診療科（放射線科、病理、臨床検査）専門研修プログラムの研修施設におけ
る勤務のみで、義務履行を目指すことができます。
したがって、必ずしも地域Ａ群で勤務する必要はありません。
ただし、当該プログラムは、地域Ａ群に対する当該診療科に係る支援を目的の

１つとしているため、地域Ａ群の状況（医師の需要・受入体制）によっては、地域
Ａ群で勤務することになります。

キャリア形成プログラムについてキャリア形成プログラムについて



Ⅴ よくあるお問合わせ
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診療科別コースは、いつ、どのように選択すればよいですか？

キャリア形成プログラムの選択と同時に、希望する診療科別コースについて県か
ら照会し、決定します。

キャリア形成プランはどのように作成すればよいですか？

臨床研修２年目の秋から冬頃に、担当のキャリアコーディネータから個別に連絡
します。
キャリアコーディネータ、診療科別コース管理者と相談しながら、自身のプラン

を作成してください。
また、キャリア形成プランは、毎年度、診療科別コース管理者と相談しながら見

直しを行った上で、県に提出していただきます。

診療科別コース及びキャリア形成プランについて診療科別コース及びキャリア形成プランについて

希望する診療科
と専門研修基幹
施設を検討

希望に合致する
診療科別コース

を探す

［コースがある］
該当コースを選択

［コースがない］
キャリアコーディ
ネータに相談

医療機関に打診の
うえ、コース策定

診療科別コース
の決定
↓

キャリア形成プ
ランの策定へ



Ⅴ よくあるお問合わせ
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夜間の当直のみの勤務や、週１回の外来診療などで勤務する場合でも、義務年限に
含めることはできますか？

常勤勤務（原則として、週３１時間以上）を基本としますが、非常勤であっても
医師業務従事期間証明書が提出されれば、常勤勤務に換算し、義務年限に含めるこ
とができる場合があります。
ただし、週当たりの勤務時間は２時間以上、当直勤務は年１４回以上行う必要が

あります。

日中は病院等で短時間勤務しながら、夜間や休日を利用して大学院に通っている場
合であっても、義務年限に含めることはできますか？

医師業務従事期間証明書が提出されれば、常勤勤務に換算し、義務年限に含める
ことができます。
ただし、病院を退職するなどして一旦業務から離れ、大学院のみの在籍となる場

合は、猶予期間となります。

非常勤勤務（短時間勤務）について非常勤勤務（短時間勤務）について



Ⅴ よくあるお問合わせ
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返還の免除要件を満たす前に、大学院への進学や留学等、又は出産、育児や病気の
ために医師の業務に従事できない場合、どのような手続きを取ればよいですか？

貸付期間満了時に、全員が猶予申請書を提出します。その際、貸付期間 の1.5倍
の期間に加えて、４年の期間を加算しますので、その範囲内で返還免除の要件を満
了する予定であれば、猶予加算の申請は不要です。「臨床研修中断等届」のみを提
出してください。
出産、育児など、猶予加算の要件に該当する場合で、猶予の加算を希望する場合

は「修学資金返還猶予申請書」を併せて提出してください。

専門研修の過程で、県外の医療機関などに勤務する期間がある場合、 どのような
扱いになりますか？

猶予期間を適用します。なお、基幹施設が県内の医療機関の場合に限り、 当該
勤務に係る猶予期間を加算することが可能です。ただし、転科した場合やダブル
ボードを取得する場合であっても、１領域に限り適用可能です

猶予期間について猶予期間について

猶予期間の加算に係る手続きについて教えてください。

知事が正当な理由があると認める場合に限りますので、申請する場合には、正当
な理由（出産、育児等）について証明できる書類を添えて、「修学資金返還猶予申
請書」を提出してください。専門医取得を理由とする場合など、勤務先の証明が必
要な場合もありますので、記載例を確認ください。



最後に
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千葉県は修学資金生のキャリア形成と

修学資金の返還免除が両立できるようにサポートしていきます。

お問い合わせ先

千葉県健康福祉部医療整備課

医師確保・地域医療推進室

043-223-3883

「義務履行の仕方が分からなくなった」、

「これからの勤務が不安」など、

気になることや不安なことがあれば、いつでもご連絡ください。

今後の皆様の医師としての御活躍を心より応援しています！

d-chibank@mz.pref.chiba.lg.jp

事後アンケートに

御協力ください！


